
認証評価結果に対する改善報告書 

平成 30年 7月 27日 

１．大学名：学校法人 都築教育学園 第一工業大学 

２．認証評価実施年度：平成 27年度 

３．「改善を要する点」の内容 

基準項目：2－1 学生の受け入れ 

○航空工学科、機械システム工学科及び建築デザイン学科の収容定員充足率が 0.7 倍

未満である点について、改善が必要である。

４．改善状況及び結果 

基準項目 2－1 について 

(1) 全学(5学科)の過去 5年間の収容定員充足率の推移

全学(5学科)の過去 5年間の収容定員充足率の推移を表 2-1 に示す。平成 28(2016)

年度入学生に著しい落ち込みのために 0.68 倍となったが、以降は充足率 0.7 倍を回

復し、平成 30（2018）年度で 0.75 倍となっているものの、「改善を要する点」とし

て指摘を受けた 3学科（航空工学科、機械システム工学科、建築デザイン学科）につ

いては、過去 5年間充足率 0.7倍未達の状況が続いている。

以下に、改善の指摘を受けた 3学科単位での現状の分析、改善の方策を示す。 

【資料 2-1-1】 

(2) 航空工学科

①過去 5年間の入学者充足率の推移

過去 5年間の入学生の状況（航空工学科）および各コース毎の過去 5年間の入学者

充足率の推移を表 2-2および付表 1に示す。【資料 2-1-2】 

(ｱ) 最も志願者が多いパイロットコースは、飛行訓練実習施設の制約から過去２年間

は、出願者数の 1/3 以下の合格者数に制限していたが、その制約を改善するための

新飛行訓練実習施設に変更することにより更に入学者数の増加が見込まれる。 

(ｲ) 航空整備士コースは、過去４年間入学者数の平均は約 17名となっている。航空

整備士への求人ニーズは高いことから、平成 26(2014)年度新設したコースとしての

初めての卒業生を平成 30(2018)年 3月に送り出した実績をもとに、カリキュラム等

の見直しを含めた改善策の実施で、学生数の増加は充分期待できる。 

(ｳ) 航空エンジニアコースは、長い間入学者数が落ち込んでいたが、航空機製造関連

企業の業績回復により求人が好調なのが受験生や高校進路担当教員にも浸透し始め、

平成 30(2018)年度入学生が増加しており、この傾向から今後の入学者増が見込める。 

②学生確保に向けた具体的な取り組みについて

社会の現状（パイロット、航空整備士不足、今後のエンジニアの潜在的な不足）に
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鑑み、航空機関連産業界の即戦力という要請に応えることができる人材の養成のた

めに、現工学部から航空工学科を切り離して航空工学部を新設し、現在の工学部の

他学科とは一線を画する形で航空業界の専門職教育に取り組んでいく。(平成

31(2019）年度開設の届出を平成 30(2018)年 5 月末に提出済) 

航空工学部の新設に際しての具体的な取り組みとして、以下を計画し、他大学と 

の差別化を図っていく。 

(ｱ) 従来の飛行訓練実習施設から新しい飛行訓練実習施設に変更し、飛行訓練人員の

収容能力を増やし、入学者数の増加を図る。 

(ｲ) 航空整備士の技能に精通したうえで、航空整備における品質保証、技術管理、部

品補給・調達、監査等の航空整備管理や航空整備の分野で多用される専門用語・略

語や表現方法、コミュニケーション法を学修する科目として「航空コミュニケーシ

ョン」を新設して他校および専門学校との差別化を図っていく。 

(ｳ) 航空エンジニアコースにおいては CAD 機能を活用した 3次元的な内容を加味する

ことにより教育の質を高める。その概要は、表 2-3-1, 表 2-3-2 のとおりである。 

【資料 2-1-3】 

(3)機械システム工学科

①過去 5年間の入学者充足率の推移

表 2-4に過去 5年間の入学者充足率の経緯を示す。

(ｱ) 日本人学生の入学数は平成 29(2017)年度に多少増加したが、平成 26(2014)年度

以降、日本人学生の入学者は全体として減少傾向が続いている。一方、平成

28(2016)年度以前は留学生は数名であったが、平成 29(2017)年度 9 名、平成

30(2018)年度は 6 名と留学生が占める割合が増加、東南アジアの自動車に関する

技術力を鑑み、今後、留学生による技術の修得を目的とする入学の傾向は継続する

と思われる。 

(ｲ) 世の中の技術動向、社会のニーズ（福祉機器のロボット化）に向けて、平成

25(2013)年度より AI技術を対象にした研究活動をより強化し、医療福祉ロボット

コンテスト等に参加するとともに、学外に積極的に PRを行うことで、平成 28(2016)

年度より、一般試験入学者・センター試験利用入学者の比率が増加しており、今後

の学生募集の方向性を示唆するものと認識している。【資料 2-1-4】 

②学生確保に向けた具体的な取り組みについて

最近の世の中の先端を走る技術は、例えば急速な進歩を遂げている AI技術に代

表されるように、電気電子と機械という伝統的な技術分野の境界が曖昧になり、い 

わゆる学際的な要素が強くなってきている。その様な社会・産業界の要請に応じて、 

学生が複数の専門分野をまたがって広範囲に学ぶことができる柔軟性が要求されて 

きている。 

(ｱ) 第一工業大学では、世の中の様々な分野で汎用化されつつある AI 技術に関して

即戦力として活躍できる学生の養成を目指し、工学部を「課程」制へ移行する組織

再編により、従来の機械系と電気電子系の学科横断型のカリキュラム改革により学
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生募集につなげていく。 

(ｲ) 機械システム工学科は、自動車整備業界からの要請でもある 2級ガソリン自動車

整備士育成の技能教育は従来通り継続するが、社会・産業界からの要請に応えるた

めに、(ｱ)項を受けて技術教育としては AI 技術に力点を置いた教育に積極的に取り

組んでいくための学内プロジェクトを立ち上げた。具体的には、今後の高齢化社会

を念頭に置いて、医療福祉の分野において AI技術を取り入れた技術研究・開発を促

進していく計画である。図 2-2 に医療福祉ロボットコースの学生募集資料を示す。

【資料 2-1-5】 

(ｳ) (ｲ)で述べた技術動向を具体的にカリキュラムに盛り込むことに加え、外部への

積極的な発信を行う。また、広報・募集活動については、卒業生が多く活躍してい

る四国、関西、中京地区へも活動の幅を広げて、受験生の出願数を増加させること

により、入学者増加につなげていく。 

(4) 建築デザイン学科

①過去 5年間の入学者充足率の推移

表 2-6 に過去 5年間の入学者充足率の経緯を示す。

(ｱ) センター試験利用入学者人数は、過去 5 年間で大きな変化はないが、平成 30(2018

年度は留学生および一般入学者の増加により推薦入学生減少分が補填されることで、

学科の入学定員充足率が 0.8倍を超えている。 

(ｲ) 3 年前より、リフォームやイノベーション市場における需要増を見越して、インテ

リアデザインコースを新たに立ち上げた。建築系学科のインテリア関係への進路希望

者が女子学生の間で増加傾向にある、との高校進路室教員の声もあり、女子学生の建

築への関心が以前よりさらに高まる傾向にある。 

その成果が一般入試での入学者、特に女子学生の増加、更には留学生の増加にも繋

がっているとものと考える。【資料 2-1-6】 

②学生確保に向けた具体的な取り組みについて

(ｱ) 東日本大震災の復興や東京オリンピックの建設需要の増大により、建築技術者、特

に若手技術者へのニーズの高さが、社会的に浸透したため、近年建築分野への進学者

が全国的に増加する傾向にある。 

本学でもオープンキャンパスへの参加者が増えており、オープンキャンパス参加者

に在学生とワークショッフﾟ型の体験授業を受けてもらい本学への親近感を与える取

組の結果、参加者が入学する比率が高まり、平成 30(2018)年度は入学充足率が 0.8 倍

を超えており、この取り組みを今後とも継続強化する。 

(ｲ) 図 2-2で示すように、リフォームやイノベーション市場における需要により、今後

リフォーム分野のインテリアデザイナーの需要増が見込まれることから、女子学生及

び留学生へ的を絞った募集活動により、入学者の増加につなげていく。【資料 2-1-7】 

(ｳ) AI 技術の発達・普及およびエレクトロニクスデバイスの高性能化により、安価に AI

化が可能となり、これからの居住空間は付帯設備の多機能化が進むと考えられる。イン 

テリジェントビル、そして様々な IoT センサー技術とロボット技術を組み合わせたス
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マートビルあるいは個人居住の住空間においても、人に変わって様々なセンサーデー

タを判断し、管理・制御することが要求され、AI技術に精通した建築技術者の需要が

出てくると予測されることから、工学部の組織再編に合わせて、AI や ICTの専門性を

身に付けた人材育成も出来るカリキュラムに再編し、学生の確保につなげていく。 

５．エビデンス（根拠資料）一覧

基準項目２－１の資料 

基準項目

備考
コード 該当する資料名および該当ページ

2―1 学生の受け入れ 

【資料 2-1-1】 
表 2-1  過去 5年間の収容定員充足率の推移 

(P5) 

【資料 2-1-2】 
表 2-2 過去 5 年間の新入学生の推移（航空

工学科）およびコース別の推移(P6) 

【資料 2-1-3】 表 2-3  3DCAD教育計画概要(P7・8) 

【資料 2-1-4】 
表 2-4 過去 5 年間の新入学生の推移（機械

システム工学科）(P9)

【資料 2-1-5】 
図 2-1 医療福祉ロボットコース学生募集資

料(P10) 

【資料 2-1-6】 
表 2-5 過去 5 年間の新入学生の推移（建築

デザイン学科）(P11) 

【資料 2-1-7】 
図 2-2 インテリアデザインコース学生募集

資料(P12) 
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田
 

機
械
要
素
設
計
製
図
 

大
恵
 

C
A
D
リ
テ
ラ

シ
ー
 

髙
口
+
T
A
 

C
A
D
実
習
Ⅰ

 
髙
口
+
T
A
 

C
A
D
実
習
Ⅱ

 
髙
口
+
T
A
 

航
空
機
設
計
製
図
Ⅰ
 

脇
 

航
空
機
設
計
製
図
Ⅱ
 

脇
+
 
T
A
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2
.
科

目
内

容

表
2
-
3
-
2
 

科
目

概
要

 

N
o
.
 

科
目
名
 

担
当
教
員
 

科
目
概
要
 

備
考
 

1
 

航
空
基
礎
製
図
 

野
田
 

製
図
技
術
の
基
礎
（
線
の
引
き
方
，
数
字
の
書
き
方
，
寸
法
の

入
れ
方
 
等
）
、
製
図
通
則
の
学
習
⇒
手
書
き
 

C
A
D
授

業
で

、
ｿ
ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾞ
ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙ
か

ら
投

影
図

に

変
換
し
て
も
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
に
配
布

で
き
な
い
よ
う
な
図
面
を
提
出
し
て
く
る
。
 

2
 

機
械
要
素
設
計
製
図
 

大
恵
 

機
械
要
素
の
設
計
法
（
ネ
ジ
、
リ
ベ
ッ
ト
、
溶
接
、
軸
・
軸
継

手
）
、
簡
単
な
強
度
計
算
を
伴
う
設
計
⇒
手
書
き

 

3
 

C
A
D
リ
テ
ラ
シ
ー
 

髙
口
+
T
A
 

S
o
l
i
d
W
o
r
k
s
に
よ
る

3
D
-
C
A
D
教
育
、
投
影
図
か
ら
ソ
リ
ッ
ド

モ
デ
ル
が
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

T
A
の
必
要
性
は
履
修
人
数
に
よ
る
。

 

4
 

C
A
D
実
習
Ⅰ
 

髙
口
+
T
A
 

簡
単
な
機
械
の
設
計
及
び

C
A
D
に
よ
る
モ
デ
ル
作

成
・
投
影
図

の
作
成
、
提
出
。
モ
デ
ル
図
は
単
品
部
品
と
し
、
ソ
フ
ト
の
多

様
な

機
能

を
で

き
る

だ
け

多
く

活
用

可
能

な
モ

デ
ル

部
品

を

教
材
と
す
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
の
機
能
の
う
ち
、
最
低
限
、
重

量
・
重
心
リ
ス
ト
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
 

T
A
の

必
要

性
は

履
修

人
数

に
よ

る
。

ま
た

は
、
機
械
の
新
任
教
員
の
支
援
も
検
討
対
象
 

5
 

C
A
D
実
習
Ⅱ
 

髙
口
+
T
A
 

簡
単
な
機
械
の
設
計
及
び

C
A
D
に
よ
る
モ
デ
ル
作

成
・
投
影
図

の
作
成
、
提
出
。
モ
デ
ル
図
は
複
数
の
部
品
よ
り
な
る
組
立
部

品
と
し
、
部
品
間
の
相
対
運
動
を
有
す
る
モ
デ
ル

が
構
築
可
能

な
こ
と
。
ソ
フ
ト
の
多
様
な
機
能
を
で
き
る
だ
け

多
く
活
用
可

能
な
モ
デ
ル
部
品
を
教
材
と
す
る
。
 

6
 

航
空
機
設
計
製
図
Ⅰ
 

脇
 

航
空
機
の
設
計
実
習
が
主
体
 

7
 

航
空
機
設
計
製
図
Ⅱ
 

脇
+
 
T
A
 

N
o
.
5
で
設
計
し
た
機
体
を

3
D
-
C
A
D
に
て
入
力
、
出
力
結
果
を

提
出
。
 

T
A
の

必
要

性
は

履
修

人
数

に
よ

る
。

ま
た

は
、
機
械
の
新
任
教
員
の
支
援
も
検
討
対
象
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【資料 2-1-4】 

表 2-4 過去 5 年間の新入学生の状況（機械システム工学科） 

（単位：人）（各年 4.1 現在） 

年度 
26 年度 

(2014) 

27 年度 

(2015) 

28 年度 

(2016) 

29 年度 

(2017) 

30 年度 

(2018) 

入学者数(定員充足率) 28(0.56) 28(0.56) 21(0.42) 37(0.74) 29(0.58) 

推薦系入学者数 19 23 13 18 15 

一般入学者数 6 3 1 5 4 

センター利用入学者数 2 0 6 5 4 

留学生入学者数 1 2 1 9 6 
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【資料 2-1-5】 

図 2-1 医療福祉ロボットコース学生募集資料
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【資料 2-1-6】 

表 2-5 過去 5 年間の新入学生の推移（建築デザイン学科） 

（単位：人）（各年 4.1 現在）

年度 
26 年度 

(2014) 

27 年度 

(2015) 

28 年度 

(2016) 

29 年度 

(2017) 

30 年度 

(2018) 

入学者数(定員充足率) 30(0.60) 39(0.78) 26(0.52) 30(0.60) 42(0.84) 

推薦系入学者数 21 33 20 21 24 

一般入学者数 4 3 3 2 6 

センター利用入学者数 4 3 3 5 4 

留学生入学者数 1 0 0 2 8 
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【資料 2-1-7】 

図 2-2 インテリアデザインコース学生募集資料 
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